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路 線 バ ス
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参 加 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 先 ※ 参 加 費 無 料

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 拡 大 に よ っ て 開 催 方 法 が

　 変 更 す る 可 能 性 が あ り ま す 。

連 絡 先 （ 電 話 番 号 ）

北 陸 地 域
政 策 研 究
フ ォ ー ラ ム

　 北 陸 地 域 政 策 研 究 フ ォ ー ラ ム と は 、 北
陸 地 域 の 研 究 者 の 交 流 、 研 究 シ ー ズ の
発 掘 、 共 同 研 究 の 推 進 、 研 究 成 果 の
社 会 へ の 還 元 を 目 的 と し た 研 究 の ネ ッ ト
ワ ー ク で す 。
　 自 由 論 題 研 究 発 表 の 他 、 「 働 き 方
改 革 と 労 働 生 産 性 」 に 関 す る テ ー マ で シ
ン ポ ジ ウ ム を 行 い ま す 。 地 域 に 開 か れ た
研 究 成 果 の 発 表 の 場 と し て 、 た く さ ん の
方 々 の 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。

国 立 大 学 法 人  富 山 大 学  
五 福 キ ャ ン パ ス  共 通 教 育 棟
〒 9 3 0 - 8 5 5 5  富 山 県 富 山 市 五 福  3 1 9 0  番 地

02/2002/20
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9 : 1 0 ～ （ 8 : 5 0 受 付 開 始 ）

第1 2回

市内電車でお越しの方
J R  富 山 駅 構 内 の 市 内 電 車 「 富 山 駅 」 か ら
「 大 学 前 行 」 で 約  1 5  分 、 「 大 学 前 」 で 下 車 し 、 徒 歩 約  1  分 。

バスでお越しの方
J R  富 山 駅 南 口 か ら 路 線 バ ス 「 富 山 大 学 経 由 」
で 約  2 0  分 、 「 富 山 大 学 前 」 バ ス 停 下 車 し 、 徒 歩 約  1  分 。

タクシーでお越しの方
J R 富 山 駅 か ら 約 1 5 分 。 富 山 空 港 か ら 約 2 0 分 。

車でお越しの方
北 陸 自 動 車 道 「 富 山 西  I C 」 か ら 約  1 0  分 。
「 富 山  I C 」 か ら 約  2 0  分 。
※ 五 福 キ ャ ン パ ス 内 の 外 来 専 用 駐 車 場 が 手 狭 の た め 、
自 家 用 車 で の ご 来 学 は ご 遠 慮 く だ さ い 。
ご 来 学 に あ た っ て は 、 公 共 の 交 通 機 関 な ど を ご 利 用 く だ さ い ま す よ う
お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

主催 北陸地域政策研究フォーラム，富山大学経済学部，
　　 富山大学地域連携推進機構地域づくり・文化支援部門
共催 地域公共政策学会，地域デザイン学会関西・北陸地域部会，北陸経済連合会，
　　 環太平洋産業連関分析学会
後援 一般財団法人 北陸経済研究所

プ ロ グ ラ ム は 裏 面 を ご 覧 く だ さ い

富 山 大 学 経 済 学 部 　 小 柳 津 英 知
M A I L 　 o y a i z u @ e c o . u - t o y a m a . a c . j p
F A X 　 0 7 6 - 4 4 5 - 6 4 1 3

（日）

氏 名 所 属

mailto:oyaizu@eco.u-toyama.ac.jp


自 由 論 題 Ⅱ 　 地 域 政 策自 由 論 題 Ⅱ 　 地 域 政 策

報告 15:20∼16:35

・テレワークの影響と課題
柳原佐智⼦（富⼭⼤学）

・企業経営における労働⽣産性の考え⽅
杉⼭友城（福井県⽴⼤学）

・地域レベルの職業訓練の現状と今後の可能性
神崎淳⼦（⾦沢星稜⼤学）

総括討論 16:45∼17:25

・モデレーター：
古賀広志（関⻄⼤学教授，地域デザイン学会理事⻑代理）

9:10

�12:00

・学会⻑ 開会のあいさつ
⼋⽊尚志（明治⼤学）

・富⼭県産業連関表を⽤いた経済効
果の算出事例と課題
倉嶋英⼆（⼀般財団法⼈�北陸経済研究所）

・地域産業連関表作成の概略
北野克⼰（富⼭県統計調査課）

・産業構造の環境・福祉・情報化の
� IO �分析について
⿓�世祥（富⼭⼤学）

・93SNA�から�08SNA�への変更が
県⺠経済計算データに与えた影響
⼩柳津�英知（富⼭⼤学）

環 太 平 洋 産 業 連 関 分 析 学 会環 太 平 洋 産 業 連 関 分 析 学 会
第 2 回 地 域 連 携 セ ミ ナ ー第 2 回 地 域 連 携 セ ミ ナ ー
■会場　E23

・よそ者出店者による歴史的町並みの
活⽤促進プロセス
⿇⽣⼤雅・敷⽥⿇実（北陸先端科学技術⼤学院⼤
学）・時岡壮太（福井県若狭町熊川宿事業者）

・地域観光振興の課題―組織と戦略―
北島啓嗣（福井県⽴⼤学）早川貴（⽴命館⼤学）

・製造業におけるものづくりと価値づ
くりに関する考察−知の探索と深化−
⼭⼝光男（福井⼤学）

・地域プラットフォーム・ビジネスの
成⽴要件と競争優位性
福⽥萌果・⾦間⼤介（⾦沢⼤学）

自 由 論 題 Ⅰ 　 経 営 ・ ま ち づ く り自 由 論 題 Ⅰ 　 経 営 ・ ま ち づ く り
■会場　E21

発 表 3 0 分 ・ 質 疑 1 0 分
1 2 : 0 0 ～ 1 3 : 0 0 　 休 憩

13:00

�15:00

・北陸・東海地⽅の県庁所在地都市
における⼈⼝分布の集約・拡散につ
いて
近藤智⼠（福井⼯業⼤学）

・⼤阪産（もん）による地域価値創
造戦略
⼩川雅司（⼤阪産業⼤学）

・第⼆次世界⼤戦後における私⽴⼤
学発ものづくり企業の成⽴と発展
―関東学院と関東化成⼯業の事例―
⼭本匡毅（⾼崎経済⼤学）

地 域 デ ザ イ ン 学 会 　地 域 デ ザ イ ン 学 会 　
関 西 ・ 北 陸 地 域 部 会 セ ッ シ ョ ン関 西 ・ 北 陸 地 域 部 会 セ ッ シ ョ ン
■会場　E23

・産学連携による商業施設での⼤
学展⺬の実践―三井アウトレット
パーク北陸⼩⽮部の事例―
渡邉雅志・安嶋是晴（富⼭⼤学）

・加賀海岸の重要⽂化的景観選定
への経緯−北陸地域における学官
⺠連携の事例
⼩林�俊哉（九州⼤学）�⼤幸�甚（⽯川県加賀
市元市⻑）

・⼦どもの貧困、不平等に関する
⼀考察�―北陸地域に⾔及しつつ―
松⼭淳（富⼭⼤学）菅隆彦（静岡英和学院⼤
学）

■会場　E21

・COVID-19 �流⾏期における
⽯川県内消費⾏動への影響分析
原⽥魁成・寒河江雅彦（⾦沢⼤学）

・⼈⼝減少による施設撤退を考
慮した⽣活脆弱性の将来推計
九澤賢太郎・寒河江雅彦（⾦沢⼤学）

・北陸地⽅における空き家特性
―住宅・⼟地統計調査(個票デ
ータ)を⽤いて―
桑原美⾹(福井県⽴⼤学) �唐渡広志(富⼭⼤
学)

自 由 論 題 Ⅲ 　 統 計自 由 論 題 Ⅲ 　 統 計
■会場　E22

発 表 3 0 分 ・ 質 疑 1 0 分
15:20

�17:25

共 通 論 題 （ シ ン ポ ジ ウ ム ）共 通 論 題 （ シ ン ポ ジ ウ ム ）
地 方 圏 企 業 に お け る 働 き 方 改 革 の 意 義 と 労 働 生 産 性 へ の 影 響 を 巡 っ て地 方 圏 企 業 に お け る 働 き 方 改 革 の 意 義 と 労 働 生 産 性 へ の 影 響 を 巡 っ て

■会場　D22
総 合 司 会 ： 小 柳 津 英 知 （ 富 山 大 学 ）

報 告 2 5 分 × 3
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 4 0 分

プログラムプログラム
20222022


